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ルワンダ共和国におけるポ、ランティア活動のニー ズ・可能性に関する調査報告
-JOCV及び元長期研修員の活動状況に関連してー
小津大成，石坂広樹
鳴門教育大学
1 .調査目的
本学大学院の修了生であり ]ICA長期研修員であっ
たアントワンヌ・ムチンジ氏(平成25年度修了，現
ルワンダ教育委員会 (REB)/ TDM officer in charge 
of Mathematics teacher training)やセオフイール
センギマナ氏(平成24年度修了， Assistant Tutor of 
Biology， Kavumu College of Education)の現在の職
場での活動状況について確認するとともに，本学の大
学院生がルワンダの教育現場でボランテイアとして活
動することを想定して，現地でどのようなニーズがあ
るか，滞在先などの確認についても実施することを本
件調査では目的とした
2.調査日程
本件調査の日程は以下の通り.
(1) 10月5日ールワンダ首都キガリに到着
(2) 10月6日 ]ICAルワンダ事務所表敬訪問 地方
都市ムハンガにて教員養成センターとカブム教員養
成校(ルワンダ大学教育学部)を訪問 センギマナ
氏へのインタピューも実施
(3) 10月7日 REBを訪問し，ムチンジ氏へのインタ
ビューを実施 CollegeDoctrine VitaeとNyakabue
Primary Schoolを訪問し， ]ICA隊員にインタピュー
を実施
(4) 10月8日 Gikongoro 12 YBEを訪問し， ]ICA隊
員にインタビューを実施
(5) 10月9日 RuramaSecondary SchoolとGahima
AGAPE Secondary Schoolを訪問し， ]ICA隊員に
インタビューを実施
(6) 10月 10日:]ICAルワンダ事務所を訪問し，調
査報告を実施
3.調査結果の報告
本件調査では主に現地関係者にインタビューを実施
したことから同内容について以下の通り取りまとめた.
(1)力ブム教員養成大学 センギマナ氏
-現在，中等レベルの生物について教員養成校の学生
に教えている ←花入てくれた内容についてよく覚
えていませんすみません
要請について ムハンガにおいて鳴門教育大学の短
期ボランティアが活動するのであれば，是非支援し
たい また，現在の勤務校と鳴門教育大学の協働し
たプロジェクトを考えてもよいかもしれない いず
れにしても，大学の知識や経験の活用に期待したい
(2) REB アントワーン氏
. REBにおいて教員研修を担当する部署に配属され，
現在算数・数学教育に係る研修事業を実施している
鳴門教育大学において学んだ教授法だけでなく授業
研究や研修方法など様々な知識・ノウハウを現場で
活かすことができた 今後も引き続き鳴門教育大学
とは連携を密にして，派迂lが期待される大学院生と
協力しつつ様々な活動についても企画していきたい
・ルワンダでは，記憶力重視から，考える力がつくよ
うカリキュラムの変更に取り掛かっている 国家試
験についても，同様に検討に入っている
要請について 長期の派遣との組み合わせであるな
らば， 1か月の短期で学生を派遣する場合でも可能
と考える 本来，私立校はシステムが公立校とまっ
たく異なるが。 Collegedoctrine Vitaeなら可能だ、
と思われる
宿舎について 近いうちに多くの公立学校に教員宿
舎の建設を予定している そこを利用できる可能性
はある 宿舎については相談してほしい
-今後の派遣計画について共有願いたい
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侶) Muhanga teacher Training Center (ム八ンガの町
からは3キロ程度公共交通なし)・校長
短期のボランテイア受け入れについて，これまでに
受入れの経験があり特に問題ないただしボランテイ
アの活動にはと、んなニーズがあるのかについては不明
確さが残った
宿舎は，教会に来訪者用に家を提供することがある
可能だと思う
(4) college doctrine vitae :新保隊員
短期のボランティアの受け入れは可能である ボラ
ンティアの想定される役割としては，①実験の助手や
②日本文化紹介などが考えられる ークラス 55人の
児童に対して理科の実験をおこなっているので実験助
手が必要である.本校では JICA隊員の前任者の任期
から日本文化交流クラブの活動を実施している 想定
される短期のボランティアには日本文化を教えてほし
U¥ 
(5) Nyakabuye Praimary school :水戸隊員
本校では，教職経験のある方にご指導いただくよう
な高度な内容のニーズがある よって，語学面でハン
デイギャップがある方がボランテイアになることを希
望される可能性が高仁短期派遣のボランテイアでは
そのギャップを克服するのが困難である.特に小学校
では英語よりも母語を使う量が圧倒的に多く，母語(現
地語)のマスタ}が必要になる
(6) Gikongoro 12 YB :漂口隊員
短期ボランテイアの受け入れは可能と思われる 期
待される役割としては，たとえば放課後に子供たちが
興味をもつような実験の実施が考えられる。また，日
本文化(たとえば折り紙等)の紹介なども考えられる
(7) Rurama Secondry school ・松岡隊員不在校長
技術プロジェクト「教員聞の校内相互研鏡強化プロ
ジェクト (SBI)Jの対象校であり校長自身が研修を
受講した経験がある 短期のボランテイアの受け入れ
は可能である校内研修の実施は今後の話だが，手伝っ
てもらえるならば， 2月または5月に派遣してもらえ
ると助かる.宿舎は，職員寮があり 1か月程度なら問
題はない，
(8) Gahima Agape secondary school 中曽隊員
科学実験ショーを分科会が現在実施している.せっ
かく鳴門教育大学からボランテイアが来ていただくの
であれば， (教育大学出身者や教員経験のない隊員が
多いことから)隊員も含め，教員に対し講義またはワー
クショップを行うことが効果的だと思われる
派遣人材については，短期であれば現職教員の方が
望ましい 長期であれば，大学院生のことを考えると
l年程度の派遣であれば可能性がある 男子隊員のと
ころに女子ボランテイアを短期で派遣する場合は， 2 
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名のほうがよいのではないだろうか
派遣の際のボランテイア活動としては，実験助手，
放課後の実験ショー，日本文化交流などを行ったり，
長期隊員のいる学校にて模擬授業を実施することが考
えられる また，大学が得意とする校内研修を新規で
行うことも一案である (SBIの対象校を想定)
4 調査結果の考察・まとめ
(1)短期ボランティアの2名派遣であれば現職経験な
し院生l名+現職経験あり院生l名の派遣について
検討が可能である ただし，現職経験あり院生につ
いては，元々の派遣元である教育委員会の理解を得
ることが必要となる ケースパイケースで検討する
必要がある
(2) JrCA等の長期派遣についても現役生が休学して
2年間行くことも理論的には可能だが，希望人数は
少ない可能性が高い 休学の場合は 1年派遣のほう
が現実的である.2年派遣の場合は現役生卒業後の
派遣ということであれば実施可能であり，短期+長
期の組み合わせでの事業実施も十分に可能である
(3) 校内研修を支援する形であれば，ルワンダの現カ
リキュラムで植われた体験，実験に基づいた(理
想の)授業と基礎教育の各段階で実施されている
National Examinationにフォーカスした実際の授業
との聞をつなぐような活動(授業研究を通じたモデ
ル授業の創作)を行うことができる 今後カリキユ
ラムがさらに構成主義的な内容になっていくことが
予想され，理想、の授業と現実の授業の橋渡しを行う
ことは， I課題解決」に資する活動であると言える
(4) 他方，来年度から鳴門教育大学で開始される予定
のサブサハラ以南アフリカ諸国の理科教員に対する
研修にはルワンダからも 1-2名程度派遣される予
定であり，本件ボランテイア派遣との聞で長期的な
相乗効果も期待できる
(5) 以上のことから，ルワンダにおいては本学が取り
組める課題があると言え，短期+長期の派遣での対
応も可能であり，本学から教員がJrCAの隊員派遣・
自費派遣を問わず現地での支援活動も行うことがで
きる.
国際教育協力研究第8号
